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今後の予定【講座・講演】　※詳細は、７月号以降の広報南あわじ等でお知らせします
■松帆銅鐸重要文化財指定記念講座「淡路島の弥生時代」
　日程　令和８年７月 29日 ( 水 )、８月 12日 ( 水 )、8月 26日 ( 水 )　14：00～
　場所　玉青館
■松帆銅鐸重要文化財指定記念講演会
　日時　令和８年 9月５日 (土 )　13：00～ 15：40
　場所　湊地区公民館
　講師　和田晴吾氏(兵庫県立考古博物館名誉館長・松帆銅鐸調査研究委員会委員長)
　　　　横須賀倫達氏 (文化庁主任調査官 )

　平成 27年４月、市内の砂利加工会社が松帆地
区で採取した砂山から銅鐸を発見しました。会社
は、「市で活用を」との思いから、銅鐸に関する一
切の権利を放棄し、本市に無償で譲渡されました。
　本市は、奈良文化財研究所に調査を依頼し、
この銅鐸が当時の文化や技術を知る上で極めて
貴重なものであることを確認しました。
　そして、この銅鐸を次世代へ継承していくた
めに、国の重要文化財指定をめざす取り組みを
してきました。市の文化財に指定し、次いで兵
庫県の重要文化財指定を受け、この度、国の文
化審議会の審査を経て、国の重要文化財に指定
されることが決定しました。

松帆銅鐸の特徴
■ 7点もの銅鐸が一度に発見されたこと
■すべての銅鐸が古い型式だったこと
■銅鐸に伴って舌（ぜつ：銅製で、銅鐸の中に吊り下げて
音を鳴らすための棒）があったこと

■銅鐸の吊り手や舌の頭部に、吊り下げるための紐やその
痕跡が確認され、これまでは推定だった銅鐸と舌の使い
方が明らかになったこと

■同じ鋳型で作られた銅鐸が、島根県の加茂岩倉銅鐸や荒
神谷銅鐸、南あわじ市の慶野中の御堂銅鐸にもあること

■銅鐸や舌に付いていた植物片の分析から、約 2,100 ～
2,300 年前に埋められたものであることがわかったこと

松帆銅鐸松帆銅鐸がが国重要文化財指定国重要文化財指定へへ
　国の文化審議会が令和８年３月 26日開催の同審議会において、松帆地区出土の横帯文銅鐸一口、袈裟襷文
銅鐸六口を重要文化財に指定するよう文部科学大臣に答申しました。市では今後、展示会や講演会などを催し、
「銅鐸のまち」の PRを強化していきます。 問玉青館☎ 36-2314

今後の予定【展示】
■淡路島日本遺産認定 10周年特別展
　「国指定重要文化財　松帆銅鐸と地域の宝」
　日時　令和８年６月13日(土)～９月23日(水・祝)
　場所　玉青館
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南あわじ市長 守本 憲弘

子どもたちの学びの場「アフタースクール」への
参画のお願い～学ぶ楽しさ日本一の実現に向けて～

　南あわじ市の施政方針「五つの行動」の一つ、「子
育て環境の向上と教育の充実」の中核は、「学ぶ楽
しさ日本一」の実現です。子育て期の保護者が安心
を実感できる切れ目ない支援に取り組むとともに、
子どもたちの可能性を最大限に引き出す教育環境の
構築に努めています。
　その主要事業の一つが、小学生を対象に放課後や
長期休暇に実施しているアフタースクール事業です。
アフタースクールは、子どもたちが多種多様な活動メ
ニューからやってみたいことを自分で選び、遊びなが
ら体験することによって「なりたい自分を見つける」
ことができる居場所となることをめざしています。
　地域の人がまちの先生となり、市内企業や関係機
関とも連携を図りながら、子どもたちの活動を支援
し、この学びの場を、子どもたちの自主性、積極性、
コミュニケーション力などの育成に結び付けようと
尽力いただいています。
　本事業は、仕事等により保護者が昼間家庭にいな
い児童を対象に、空き教室などで「生活の場」を提

供する「学童保育」と、放課後に地域の方の協力を
得ながら、公民館等で工作など遊びを通じて子ども
の体験の場を提供する「放課後子ども教室」の二つ
の制度です。市のスタッフが工夫を重ね、国の支援
が手厚い「学童保育」と、自由度の高い「放課後子
ども教室」のいいとこどりをしつつ独自の活動に高
めています。令和元年度から開始し、実施校を年度
ごとに拡大し、今年度はいよいよ市内の全小学校 15
校で実施予定です。公立校全体でこうした放課後の
活動を進めている自治体は非常に珍しく、全国の教
育関係者から幅広い注目を集めています。
　本事業は、子どもたち、保護者の人気も高く、加
えて、核家族化や共働き家庭の増加もあり、参加希
望は年々増加しています。一方で支援員やスタッフ
の確保が追い付かず、今年度は定員超過や人材不足
のため、残念ながら、一部の学校ではご参加をお断
りせざるを得ない状況となっております。安心・安
全を最優先に考え、特に学童保育が必要なご家庭や
低学年の児童を優先させていただいております。ご
不便をおかけした皆さまには深くお詫び申し上げる
とともに、ご理解賜りますようお願い申し上げます。
　本市は、今、全ての希望者を受け入れられるよう、
支援員、スタッフの増強に努めています。少子高齢
化が進む今だからこそ、地域で子どもを育てること
が一層重要となっています。多くの皆さまに、「子
育ての喜びが見えるまち」「学ぶ楽しさ日本一」の
実現に向けて、私たちと一緒に地域の子どもたちの
未来を支えていただく活動にご協力いただきたいの
です。参加にご関心のある方は、生涯学習課にご連
絡いただきますよう、よろしくお願いします。

　南あわじ市では当市を含む全国 15 市町で「自治体トイレカー
災害時相互派遣に関する協定」を締結しています。
　昨年度までは９市であった協定締結先も、千葉県市川市、京都
府精華町、兵庫県加東市、愛媛県松山市に加え、トイレカー派遣
でつながりができた石川県輪島市、石川県珠洲市の６市町が新た
に協定に参加し、３月 31 日に協定締結式をオンラインで開催し
ました。
　今後も支援体制のさらなる充実を図るため、全国のトイレカー
導入自治体との協定締結を目指します。

大規模災害に備え
「トイレカー」相互派遣の輪、さらに広がる

　高齢者の皆さんが、無理なく体を動かしながら、楽しく交流で
きる場所として、「ふらっと湯の川」が新しく始まりました。
　会場では、「いきいき百歳体操」や温泉に加え、囲碁・将棋、マッ
サージチェアなどを組み合わせ、それぞれのペースで自由に過ご
すことができます。いきいき百歳体操と移動販売は、月・水・金
曜日に実施しており、体操は午前 11時から行っています。
　「体操に行くのは少しハードルが高い」「最近、人と話す機会が減って
きた」そんな人にもおすすめの、気軽に “ふらっと” 立ち寄れる場所です。
　健康づくりと人とのつながりを育む場として、ぜひご利用くだ
さい。現在、参加者を募集しています。詳しくは、地域包括ケア
推進課 (☎ 43-5237) までお問い合わせください。

介護予防・地域ささえあいサポート拠点
「ふらっと湯の川」がスタートしました

　南あわじ市は、誰もが安心して暮らし、働けるまちづくりを目指
し、持続可能な地域社会の実現に向けて健康経営に取り組む決意
を表明しました。
　行政が率先して健康づくりに取り組むとともに、市民や地域の事
業者と連携し、その取り組みを地域全体へと広げていきます。
　組織として健康経営に取り組み、培ったノウハウを市内企業や団
体に還元することで、市全体の健康意識と取り組みのレベル向上に
寄与するとともに、市内のさまざまな組織の機能向上にもつなげて
いくことを期待しています。

健康経営挑戦宣言式を実施

オンラインで行われた協定締結式オンラインで行われた協定締結式

ふらっと湯の川オープニングセレモニーふらっと湯の川オープニングセレモニー
(3月27日・老人福祉センター湯の川荘)(3月27日・老人福祉センター湯の川荘)

　４月３日、令和８年度入学宣誓式が高梁キャンパ
スにて挙行されました。本年度も、高梁・岡山・南
あわじの３キャンパスすべての新入生が一堂に会
し、新しい学生生活への第一歩を踏み出しました。
　式典当日は春らしい好天に恵まれ、満開の桜が
新入生たちの門出を華やかに彩っていました。学
生たちは期待に満ちた表情で、晴れやかな式典に
臨んでいました。
　本年度、農学部には農業資源生物学科（地域創
成農学科より名称変更）に 22人、海洋水産生物
学科に 43人、そして新設されたアクアグリーン
フィールド学科に 34人、大学院に２人の計 101 人

が入学しました。４月６日からは南あわじ志知キャ
ンパスでの授業も始まり、学生たちの活気ある声
が戻ってきました。農学部一同、地域の皆さまと
共に歩み、南あわじ市の発展に寄与できるよう努
力してまいります。今後とも、温かいご支援を賜
りますようお願い申し上げます。

吉備国際大学吉備国際大学からのからのお知らせお知らせ

令和８年度 入学宣誓式を挙行

健康経営挑戦宣言式健康経営挑戦宣言式
(3月26日・南あわじ市役所)(3月26日・南あわじ市役所)
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田
叶
江

【
北
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
近
藤
知
加
子

【
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
奥
村
裕
子（
特
）

【
市
こ
ど
も
園
】

園
長
　
山
﨑
あ
け
み

【
伊
加
利
こ
ど
も
園
】

園
長
　
森
下
さ
お
り

【
志
知
幼
稚
園
】

園
長
　
北
川
の
ぞ
み

【
湊
幼
稚
園
】

園
長
　
田
中
利
佳

【
子
育
て
・
学
習
支
援

セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
主
幹
）　

　
　
　
森
い
つ
み

【
南
淡
路
農
業
公
園
】

所
長
　
大
田
康
之

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所
長
兼
沼
島
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
（
課
長
）

　
　
　
船
本
武
身

【
市
立
図
書
館
】

館
長
（
課
長
）

　
　
　
阿
萬
野
真
司

【
玉
青
館
】

館
長
　
秀
　
充
浩

【
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
】

所
長
（
課
長
）　（
秀
玉

青
館
長
兼
務
）

【
働
く
婦
人
の
家
】

館
長
　（
柏
木
生
涯
学

習
課
長
兼
務
）

【
三
原
健
康
広
場
】

所
長
　（
前
川
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
務
）

【
文
化
体
育
館
】

館
長
　（
前
川
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
務
）

派
遣
職
員
等

【
淡
路
広
域
行
政
事
務
組
合
】

総
務
部
付
副
部
長

　
　
　
山
家
光
泰

【
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
】

総
務
課
付
課
長
　

　
　
　
眞
野
匡
史

市
　
長

　
　
守
　
本
　
憲
　
弘

副
市
長

　
　
喜
　
田
　
憲
　
和

　
　
木
　
田
　
博
　
仁

教
育
長

　
　
新
　
宅
　
忠
　
敏

企
画
政
策
監

　
　
家
　
田
　
和
　
幸

6677 （再）＝再任用職員、（特）＝特例任用職員

　　南海トラフ巨大地震等の発生の切迫性が指摘される中、住宅の耐震化の必要性が高まっています。中南海トラフ巨大地震等の発生の切迫性が指摘される中、住宅の耐震化の必要性が高まっています。中
でも旧耐震基準で建設された住宅は大地震の際、倒壊の恐れが大きく早めの対応が必要です。でも旧耐震基準で建設された住宅は大地震の際、倒壊の恐れが大きく早めの対応が必要です。
　市では、住宅の耐震化および老朽危険空家の除却を促進し、地震による住宅の倒壊から市民の生命を　市では、住宅の耐震化および老朽危険空家の除却を促進し、地震による住宅の倒壊から市民の生命を
守るため、簡易耐震診断、住宅耐震化促進事業および老朽危険空家除却支援事業を行っています。守るため、簡易耐震診断、住宅耐震化促進事業および老朽危険空家除却支援事業を行っています。

共通の申請要件：市税を滞納していない人
◆工事着手（契約）後の補助金申請はできません。
◆各事業は、補助金交付決定後、年度内（２月末日まで）の完了が必須です。
※このほかにも条件がありますので、詳しくは都市政策課（☎43-5227）にお問い合わせください

地震対策を進めましょう‼

■耐震診断
　　簡易耐震診断簡易耐震診断（無料）（無料）を行って、あなたの家の耐震性が「安全」か「安全でない」か判定します。を行って、あなたの家の耐震性が「安全」か「安全でない」か判定します。
対象となる住宅は、対象となる住宅は、昭和56年５月31日以前に建設された住宅昭和56年５月31日以前に建設された住宅です。です。

問都市政策課☎43-5227問都市政策課☎43-5227

空き家バンクホームページ
(市移住支援サイト住みニコ)

■住まいの耐震化

【補助対象住宅】　現在居住されていること【補助対象住宅】　現在居住されていること
【補助を受けられる人】【補助を受けられる人】
対象住宅の所有者が南あわじ市民であり、所得が1,200万円以下であること対象住宅の所有者が南あわじ市民であり、所得が1,200万円以下であること

②住宅耐震化補助 (4/5 上限 115 万円 )
※工事費 300 万円以上は、上限 130 万円補助
③部分型耐震化補助 (4/5 上限 60 万円 )
※シェルター型工事費補助は、高齢者のみ上限 115 万円
④住宅建替補助 (4/5 上限 115 万円 )
⑤防災ベッド設置助成 ( 定額 10 万円 )

住宅耐震化改修工事等の実施

所所  

有有  

者者

①住宅耐震化計画策定
補助 2/3 上限 20 万円
建築士による診断・設計

市ホームページ

■危険空家の解体（老朽危険空家除却支援事業）
　老朽化による危険度が高い　老朽化による危険度が高い空家空家（住宅）（住宅）の除却費用の一部を補助します。の除却費用の一部を補助します。

【補助対象住宅】　個人所有であること。（法人等の所有は不可）【補助対象住宅】　個人所有であること。（法人等の所有は不可）
【補助を受けられる人】　【補助を受けられる人】　空家空家の所有者もしくは法定相続人の所有者もしくは法定相続人

認定

不認定

除却申請
除却　補助 2/3
上限 133 万 2 千円

適切な管理を！

空き家バンクに登録へ！

空家
不良度判定
（無料）

所所  

有有  

者者

市市  

役役  

所所

助言
・

指導

市ホームページ

南あわじ市からのお知らせ

新
た
な
職
員
体
制
を

新
た
な
職
員
体
制
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
総
務
課

　
☎
43
・
５
０
０
１

令
和
８
年
度

　
　
　

職
員
体
制



南あわじ市からのお知らせ
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短
大
か
ら
４
年
制
大
学
に
編
入

す
る
場
合
等
を
含
む
）
が
あ
る

人
は
、
通
常
の
申
請
書
に
学
生

証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書

の
原
本
等
を
添
付
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

明
石
年
金
事
務
所
管
内

出
張
年
金
相
談

▽
日
時　
６
月
25
日（
木
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　
５
月
26
日（
火
）～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付
方
法　
明
石
年
金
事
務
所

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

　
　

音
声
案
内
に
従
っ
て
番
号
を

押
し
て
く
だ
さ
い

　
①
→
②

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

国民
年金

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生

が
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象　
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
学
校

教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
修

業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
特
例

を
受
け
る
年
度
の
前
年
の
所
得

が
基
準
以
下
の
人
ま
た
は
失
業

等
の
理
由
が
あ
る
人

所
得
の
目
安

　

１
２
８
万
円
＋
｛（
扶
養
親
族

等
の
数
）
×
38
万
円
｝
で
計
算

し
た
額
以
下

手
続
き
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
に
同
制
度
で
保
険

料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人

で
、
引
き
続
き
令
和
８
年
度

も
在
学
予
定
の
人
に
は
、
４
月

初
め
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
令
和
７
年

度
と
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
人

は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
令
和
８
年
度
か
ら
学
生
と
な
っ

た
人
や
、
学
校
等
に
変
更
（
大

学
か
ら
大
学
院
へ
進
む
場
合
や

申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

マイ
ナンバー

予
約
方
法

❶
ネ
ッ
ト
予
約　
交
付
通
知
に
記

載
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
予
約

❷
電
話
予
約　
平
日
の
開
庁
時
間

内
に
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
に
電

話
予
約

※
平
日
の
開
庁
時
間
内
は
予
約
な

し
で
受
け
取
り
が
可
能
で
す
。

順
番
に
お
呼
び
し
ま
す
の
で
、

混
雑
時
は
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す

※
平
日
も
受
け
取
り
予
約
は
可

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

　

日
曜
日
は
完
全
予
約
制

完
全
予
約
制
で
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

が
で
き
ま
す
。便
利
な
日
曜
交
付

窓
口
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
当
日
予
約
は
で
き
ま
せ
ん

場
所
　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

開
設
時
間　
　

　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

※
毎
月
第
３
土
曜
日
の
翌
日
の
日

曜
日
は
全
国
的
な
機
器
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
、即
日
交
付
は

で
き
ま
せ
ん マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

日
曜
日
も
受
け
取
り
が
で
き
ま
す

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

▽
提
出
先　
税
務
課

▽
提
出
期
限　
６
月
１
日（
月
）

昨
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い
た
人

　

申
請
内
容
に
変
更
が
な
け
れ

ば
郵
送
し
て
い
る
「
減
免
申
請

書
（
継
続
用
）」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
昨
年
度
と
異
な
る
場
合
は
、
新

規
の
手
続
き
が
必
要
で
す

問
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

　
身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人

の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
等

は
、一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動

車
は
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
１

台
で
す
。
普
通
自
動
車
の
減
免

を
受
け
て
い
る
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん

※
普
通
自
動
車
の
減
免
を
希
望
す

る
人
は
、洲
本
県
税
事
務
所（
☎

26
・
２
０
３
２
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

申
請
に
つ
い
て

▽
必
要
な
も
の　

❶
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

❷
車
検
証
（
電
子
車
検
証
の
場
合

は
自
動
車
検
査
証
記
録
事
項
を

印
刷
し
た
も
の
）

❸
運
転
者
の
運
転
免
許
証

※
マ
イ
ナ
免
許
証
の
場
合
、「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
と
「
マ

イ
ナ
免
許
証
の
免
許
情
報
の
画

面
を
印
刷
し
た
も
の
（
氏
名
・

住
所
・
生
年
月
日
・
有
効
期
限
・

免
許
の
種
類
が
分
か
る
画
面
）」

が
必
要
で
す

税

軽
自
動
車
税
減
免
の
受
付
は

６
月
１
日
ま
で
で
す

市ホームページ

国民
年金

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
や
、

海
外
に
居
住
し
て
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
る
人
も
加
入
で
き

ま
す
。

問
全
国
国
民
年
金
基
金
近
畿
支
部

　
☎
０
１
２
０
・
65
・
４
１
９
２

　

国
民
年
金
基
金
は
、自
営
業
者

や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
が
安
心
し
て

老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、老
齢

基
礎
年
金（
国
民
年
金
） 
に
ゆ
と

り
を
プ
ラ
ス
す
る
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
基
金

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

◆
通
知
書
を
紛
失
し
た
人

　
再
発
行
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

通
知
以
外
で
確
認
す
る
方
法

は
、
❶
❷
の
方
法
に
な
り
ま
す
。

❶
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

❷
窓
口
に
て
本
人
確
認
の
上
、
口

頭
で
お
伝
え
す
る

「
氏
」ま
た
は「
名
」の
振
り
仮
名
の

届
出

届
出
期
限
　
５
月
25
日（
月
）

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
令
和
８
年

５
月
25
日
午
後
５
時
ま
で

▽
届
出
が
で
き
る
人

　
氏
：
原
則
戸
籍
の
筆
頭
者

　
名
：
本
人
（
未
成
年
者
は
親
権

者
か
ら
届
出
が
で
き
ま
す
）

届
出
方
法　
①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

②
市
役
所
窓
口
（
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
、
沼
島
出
張
所
）
で
の

届
出
③
郵
送

※
振
り
仮
名
の
届
出
に
か
か
る
手

数
料
は
無
料
で
す
。
ま
た
、
届

出
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

罰
則
や
罰
金
は
あ
り
ま
せ
ん

※
そ
の
読
み
方
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
を
証
す
る
書
面
が
必
要
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

戸籍
　
令
和
７
年
５
月
26
日
か
ら
戸
籍

に
氏
名
の
フ
リ
ガ
ナ
を
記
載
す
る

制
度
が
始
ま
り
、
届
出
期
間
の
終

了
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
制
度
開
始

後
、本
籍
の
あ
る
市
区
町
村
か
ら
、

原
則
と
し
て
戸
籍
の
筆
頭
者
宛
て

に
「
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
振
り
仮

名
の
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
内
容
の
確
認
が
ま
だ
の
人

は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
南
あ
わ
じ
市
に
本
籍
が
あ
る
人
は

令
和
７
年
６
月
下
旬
に
発
送
済

●
通
知
書
の
内
容
を
確
認

◆
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
が
正
し
い
場
合　
届
出
は
不
要

で
す
。令
和
８
年
５
月
26
日
以
降
、

通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
振
り
仮

名
が
戸
籍
へ
記
載
さ
れ
ま
す

◆
通
知
書
に
誤
っ
た
振
り
仮
名
が

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合　

必
ず

「
氏
」
ま
た
は
「
名
」
の
振
り

仮
名
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
小
さ
い
「
ャ
」「
ュ
」「
ョ
」「
ッ
」、

濁
点
の
有
無
な
ど
確
認
し
て
く

だ
さ
い

※
届
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
戸
籍

に
記
載
さ
れ
た
振
り
仮
名
は
、

一
度
に
限
り
、
家
庭
裁
判
所
の

許
可
を
得
ず
に
変
更
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

戸
籍
の
振
り
仮
名
の

確
認
は
お
済
み
で
す
か
？

市ホームページ

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日（
月
）で
す

●
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

ア
プ
リ

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
バ
ン
キ
ン
グ

問
洲
本
県
税
事
務
所 

　
☎
26
・
２
０
３
２

　
自
宅
か
ら
で
も
、
い
ろ
い

ろ
な
納
付
手
続
き
が
可
能

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
お
忘

れ
な
く
！

短
大
か
ら
４
年
制
大
学
に
編
入

す
る
場
合
等
を
含
む
）
が
あ
る

人
は
、
通
常
の
申
請
書
に
学
生

証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書

の
原
本
等
を
添
付
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

明
石
年
金
事
務
所
管
内

出
張
年
金
相
談

▽
日
時　
６
月
25
日（
木
）

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　
５
月
26
日（
火
）～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付
方
法　
明
石
年
金
事
務
所

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

　
　

音
声
案
内
に
従
っ
て
番
号
を

押
し
て
く
だ
さ
い

　
①
→
②

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
１
２

国民
年金

　
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
学
生

が
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

対
象　
大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
学
校

教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
修

業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
特
例

を
受
け
る
年
度
の
前
年
の
所
得

が
基
準
以
下
の
人
ま
た
は
失
業

等
の
理
由
が
あ
る
人

所
得
の
目
安

　

１
２
８
万
円
＋
｛（
扶
養
親
族

等
の
数
）
×
38
万
円
｝
で
計
算

し
た
額
以
下

手
続
き
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
に
同
制
度
で
保
険

料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人

で
、
引
き
続
き
令
和
８
年
度

も
在
学
予
定
の
人
に
は
、
４
月

初
め
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
令
和
７
年

度
と
同
じ
学
校
に
在
学
す
る
人

は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

・
令
和
８
年
度
か
ら
学
生
と
な
っ

た
人
や
、
学
校
等
に
変
更
（
大

学
か
ら
大
学
院
へ
進
む
場
合
や

申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

市ホームページ市ホームページ
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委員
募集
下
水
道
事
業
審
議
会
委
員
の
募
集

応
募
方
法　
申
込
書
に
「
南
あ
わ

じ
市
下
水
道
事
業
の
健
全
な
運

営
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
４
０
０
字
以
上
８
０
０
字
以

内
の
小
論
文
（
書
式
自
由
）
を

添
え
て
持
参
ま
た
は
郵
送

応
募
期
限　
令
和
８
年
５
月
29
日

（
金
）午
後
５
時（
持
参
の
場
合
、

土
日
祝
日
を
除
く
）

報
酬　
日
額
８
０
０
０
円

選
考
方
法　
小
論
文
お
よ
び
面
接

※
選
考
結
果
は
後
日
応
募
者
本
人

に
文
書
で
連
絡
し
ま
す
。な
お
、

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

募
集
人
員　
２
人

職
務
内
容　
下
水
道
事
業
の
運
営

お
よ
び
管
理
、
下
水
道
使
用
料

な
ど
に
関
し
意
見
を
述
べ
る

会
議　
令
和
８
年
９
月
１
日
（
予

定
）
か
ら
令
和
10
年
３
月
31
日

の
間
で
５
回
程
度
開
催

任
期　
令
和
８
年
９
月
１
日
～

　
２
年
（
予
定
）

応
募
資
格　
次
の
要
件
の
全
て
を

満
た
す
人

　
❶
市
職
員
、
市
議
会
議
員
で
な

い
❷
暴
力
団
員
等
で
な
い
❸
市

内
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
事
業

所
に
勤
務
❹
平
日
昼
間
に
開
催

す
る
会
議
に
出
席
で
き
る

　
生
ご
み
処
理
機
を
無
料
で
１
カ

月
間
貸
し
出
し
ま
す
。

貸
出
条
件　

①
南
あ
わ
じ
市
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
居
住
し
て
い
る

②
処
理
機
を
屋
内
に
設
置
す
る

③
処
理
機
を
適
正
に
維
持
管
理
で

き
る

④
環
境
課
ま
た
は
沼
島
出
張
所
で

処
理
機
の
受
け
取
り
・
返
却
が

で
き
る

⑤
貸
出
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

す
る

貸
出
機
種　

❶
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製 

リ
サ
イ
ク

ラ
ー
（
型
番
Ｍ
Ｓ
‒
Ｎ
53
Ｘ

Ｄ
、
外
寸
２
６
８
×
３
６
５
×

５
５
０
㍉
、
重
量
12
㌔
）

❷
シ
マ
株
式
会
社
製 

パ
リ
パ

リ
キ
ュ
ー
（
型
番
Ｐ
Ｐ
Ｃ
‐

11
、
外
寸
２
３
０
×
２
７
０
×

２
７
０
㍉
、
重
量
４
・
１
㌔
）

❸
シ
マ
株
式
会
社
製 

パ
リ
パ
リ

キ
ュ
ー
ラ
イ
ト
（
型
番
Ｐ
Ｃ

Ｌ
35
、
外
寸
直
径
２
１
５
×

２
８
３
㍉
、
重
量
２
・
１
㌔
）

申
込
方
法　
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
の
う

え
、
環
境
課
ま
た
は
沼
島
出
張

所
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
台
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
先

着
順
で
貸
し
出
し
ま
す
。
電
気

代
は
利
用
者
負
担
と
な
り
ま

す
問
環
境
課

　
☎
43
・
５
２
１
４

ごみ

生
ご
み
処
理
機
を
貸
し
出
し
ま
す

貸し出しする生ごみ処理機貸し出しする生ごみ処理機

❶❶❸❸ ❷❷

　
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
（
す

べ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
で
で
き

た
も
の
）
に
は
、
他
の
素
材
（
金

具
等
）
、
電
池
、
通
電
基
盤
等
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
排
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
誤
っ
た
分
別
に

よ
り
、
ご
み
処
理
に
多
大
な
影
響

が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
例
）
リ
モ
コ
ン
を
捨
て
る
時

は
、
必
ず
電
池
を
取
り
外
し
、
小

型
家
電
製
品
と
し
て
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

ご
み
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ごみ

臨時職員募集（職種：就業開拓他）
詳しくはシルバー人材センターまで

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

空いた時間で「ちょこっと」誰かのお手伝い

「ちょこサポ会員」「ちょこサポ会員」募集中 問 0799-45-0012

チエブクロー

ホームページ

入会説明会のご案内
日時　５月 13 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター
　　　（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、
　　　働き方などについて説明します。

障害者
等

◆
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

　

人
手
不
足
の
解
消
に
向
け
て
、

「
超
短
時
間
雇
用
」
の
導
入
に
関

心
の
あ
る
事
業
者
か
ら
の
問
合
せ

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
電
話

ま
た
は
下
記
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
長
寿
・
保
険
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
６
０

　
障
害
や
病
気
な
ど
で
長
時
間
働

く
こ
と
が
難
し
く
、
超
短
時
間
の

お
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人
向
け

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
個
別
案
内

や
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
❶
５
月
21
日（
木
）❷
22

日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す

※
一
人
50
分
の
枠
に
な
り
ま
す

※
支
援
員
や
ご
家
族
の
同
席
可
能

▽
場
所　
市
役
所
本
館
２
階

　
２
０
２
相
談
室

▽
申
込
方
法

　
お
電
話
ま
た
は
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら

「
超
短
時
間
雇
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

求
職
者
登
録
面
談
会
（
５
月
実
施
）

申込フォーム

市ホームページ

高齢者

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ま
へ

お
仕
事
等
を
紹
介
し
ま
す
！

②
無
理
な
く
働
い
て
気
分
も
収
入

も
上
向
き
に

　
シ
ニ
ア
の
生
涯
活
躍

　
総
合
相
談
窓
口
（
要
予
約
）

▽
日
時　
５
月
29
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
正
午

　
（
受
付
終
了 

午
前
11
時
）

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
４
・
３
０
５
会
議
室

◆
市
と
市
内
事
業
者
が
用
意
し
た

シ
ニ
ア
向
け
の
仕
事
を
紹
介

◆
事
業
者
が
数
社
参
加
予
定

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
参
加
申
込

問
長
寿
・
保
険
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
６
０

①
活
動
の
「
場
」
を
紹
介
し
ま
す

　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度

　
説
明
会
・
相
談
会
（
要
予
約
）

▽
日
時　
５
月
19
日（
火
）

　
午
前
10
時
～
11
時

▽
場
所　
市
役
所
本
館
１
階

　
１
０
１
・
１
０
２
会
議
室

◆
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
人
、
生

き
が
い
づ
く
り
が
し
た
い
人
に

お
す
す
め

◆
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
で

使
え
る
商
品
券
（
お
も
い
や
り

ポ
イ
ン
ト
券
）
に
交
換
で
き
る

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
参
加
申
込

①②参加申込
フォーム

て
い
た
だ
き
、
市
が
工
事
を
発
注

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
道
お
よ
び
市
管
理
河
川

申
請
者　
自
治
会
長

内
容　
１
工
事
当
た
り
上
限
20
万

円
、単
位
自
治
会
２
回
以
内
／
年

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

　
市
で
は
、
市
が
直
接
修
繕
す
る

工
事
以
外
に
、
市
道
や
市
河
川
等

の
小
規
模
な
修
繕
に
対
し
、
地
域

と
行
政
の
協
働
に
よ
り
修
繕
等
を

行
っ
て
い
く
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
枝
払
い
な
ど
の
小
規
模
な
維
持

修
繕
工
事
を
対
象
に
、業
者
選
定
、

見
積
徴
収
な
ど
を
自
治
会
に
担
っ

地域
協働
地
域
協
働

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

❷
道
路
側
溝
清
掃　
清
掃
延
長
１

ｍ
当
り
２
６
０
円

※
多
面
的
機
能
支
払
制
度
等
、
他

の
補
助
制
度
と
の
重
複
は
不
可

※
１
申
請
に
つ
き
20
万
円
以
内

※
そ
の
他
の
要
件
に
つ
い
て
は
、

お
問
合
せ
下
さ
い

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

　

地
域
で
行
っ
て
い
た
だ
く
道
路

除
草
、
道
路
側
溝
清
掃
活
動
に
対

し
助
成
し
ま
す
。

対
象　
市
が
管
理
す
る
道
路（
市

道
、オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
）

申
請
者　
自
治
会
長

助
成
金　

❶
道
路
除
草　
草
刈
延
長
１ｍ
当

り
30
円　

地域
協働
道
路
除
草
等
活
動
支
援
助
成
金
事
業
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灘
・
沼
島
地
区
で
エ
チ
オ
ピ
ア

産
コ
ー
ヒ
ー
に
特
化
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。土
生
港
、沼
島
、

灘
黒
岩
水
仙
郷
の
３
拠
点
を
会
場

に
、
そ
れ
ぞ
れ
５
店
舗
程
度
が
出

店
。
当
日
は
土
生
港
の
受
付
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
９
日（
土
）～
10
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
５
時

料
金　
前
売
券
１
８
０
０
円
、
当

日
券
２
０
０
０
円

問
一
般
社
団
法
人
日
本
コ
ー
ヒ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
員
会

　
☎
０
８
０・３
３
０
０・６
４
１
０

第
94
回
ジ
ャ
パ
ン
コ
ー
ヒ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６
ｉ
ｎ
南
あ
わ
じ
市

催し

　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
）
照

明
は
、
水
銀
灯
の
生
産
中
止
と
老

朽
化
に
伴
い
、
独
立
行
政
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
活
用

し
て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新
し
ま

し
た
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
な
っ
た
こ
と
で

明
る
さ
が
向
上
し
、
よ
り
快
適
で

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

問
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
43
・
５
２
３
４

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
の
活
用

スポーツ

補
助
金
額
（
上
限
）　
１
団
体
あ

た
り
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

対
象
経
費
15
万
円
を
限
度

※
15
万
円
を
下
回
る
と
き
は
「
実

績
額
」
と
な
り
ま
す

対
象
と
な
る
実
施
期
間

　
令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
９

年
３
月
31
日

申
請
受
付
期
間

　
６
月
12
日（
金
）ま
で

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
ミ
ナ
・
カ
ツ
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
６
５

　

部
活
動
の
地
域
展
開
に
向
け

て
、
自
走
で
き
る
体
制
づ
く
り
お

よ
び
当
該
団
体
の
運
営
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

補
助
金
で
す
。

対
象
団
体　
市
内
に
お
い
て
中
学

生
を
受
け
入
れ
、
活
動
す
る
文

化
芸
術
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
に

携
わ
り
、
地
域
展
開
に
向
け
て

こ
れ
か
ら
体
制
整
備
に
着
手

す
る
（
し
て
い
る
）
団
体
。

対
象
事
業　
持
続
可
能
な
活
動
に

繋
げ
る
た
め
に
、
各
団
体
に
お

い
て
必
要
な
活
動
に
か
か
る

経
費

❶
指
導
者
の
資
格
取
得
費

❷
送
迎
シ
ス
テ
ム
・
団
体
運
営
シ

ス
テ
ム
構
築
費

❸
活
動
備
品
購
入
費

❹
イ
ベ
ン
ト
開
催
費

※
な
お
、
❸
お
よ
び
❹
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
～
７
年
度
に
実
施

し
た
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
担
い

手
強
化
応
援
補
助
金
」
の
交
付

を
１
回
以
上
受
け
た
団
体
は

対
象
外
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す 補助金

ミ
ナ
・
カ
ツ
応
援
補
助
金

人権

人
権
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
に
つ
い
て

調
査
・
回
答
方
法　
郵
送
配
布
、

郵
送
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
回
答

調
査
票
の
発
送
・
回
収　

　
令
和
８
年
５
月
～
６
月
頃

　
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

目
的　
人
権
に
対
す
る
市
民
の
意

識
の
現
状
を
把
握
し
、
今
後
の

人
権
施
策
の
効
果
的
な
方
策
を

検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

対
象
者　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
男
女
の
う
ち
３
０
０
０
人

を
無
作
為
に
抽
出

障害
年金スポーツ

　
西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
一
部
芝
生
化
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
、
利
用
を
制
限
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
制
限
期
間　
５
月
７
日（
木
）

～
９
月
30
日（
水
）

制
限
区
域　
西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
北
西
側
（
写
真
の
赤
枠
内
）

制
限
内
容　
制
限
区
域
内
へ
の
立

ち
入
り
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

※
天
候
や
芝
生
の
生
育
状
況
に
よ

り
、制
限
期
間
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
合
せ
先

▽
芝
生
化
に
関
す
る
こ
と

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
43
・
５
２
３
４

▽
利
用
・
予
約
に
関
す
る
こ
と

　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
☎
36
・
２
０
２
７

西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
生
化
に
伴
う

利
用
制
限
に
つ
い
て

下水道

南
あ
わ
じ
市
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
事
業
計
画
変
更
（
案
）
の
縦
覧

◇
統
廃
合
第
２
次
構
想
に
お
い

て
、
計
画
し
て
い
る
庄
田
処
理

区
を
八
木
・
榎
列
処
理
区
に

統
合
。

◇
近
年
の
状
況
を
踏
ま
え
計
画
諸

元
を
見
直
し
、
計
画
汚
水
量
を

変
更
。

◇
家
屋
立
地
条
件
（
家
屋
の
新

設
・
廃
止
）
を
見
直
し
、
計

画
処
理
区
域
を
変
更
。

◇
大
阪
湾
流
域
別
下
水
道
総
合
計

画
の
見
直
し
に
伴
い
、
広
田
処

理
区
の
計
画
諸
元
、
水
質
等
を

変
更
。

◇
福
良
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
場

用
地
の
変
更
（
一
部
削
除
）。

◇
賀
集
処
理
区
の
下
水
道
資
源

（
放
流
水
）
の
有
効
活
用
箇
所

（
農
業
用
水
）
を
整
理
し
、
賀

集
処
理
区
の
吐
口
管
（
吐
□
調

書
） 

を
変
更
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
下
水
道
課
☎
43
・
５
２
２
８

　

広
田
処
理
医
、
津
井
処
理
区
、

松
帆
・
湊
処
理
区
、
市
・
榎
列

処
理
区
、
八
木
・
榎
列
処
理
区
、

阿
万
処
理
区
、
賀
集
処
理
区
、
福

良
処
理
区
、灘
処
理
区
に
お
い
て
、

次
の
変
更
内
容
を
目
的
と
し
た
公

共
下
水
道
事
業
計
画
変
更
（
案
） 

の
告
示
お
よ
び
図
書
の
縦
覧
を
し

ま
す
。

告
示
日

　
令
和
８
年
５
月
11
日（
月
）

縦
覧
期
間　
令
和
８
年
５
月
11
日

（
月
）～
26
日（
火
）午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所　
市
役
所
第
１
別
館　

下
水
道
課

縦
覧
図
書　
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
計
画
変
更
（
案
）

【
広
田
処
理
区
、
津
井
処
理
区
、

松
帆
・
湊
処
理
区
、
市
・
榎

列
処
理
区
、
八
木
・
榎
列
処
理

区
、
阿
万
処
理
区
、
賀
集
処
理

区
、
福
良
処
理
区
、
灘
処
理
区
】

変
更
内
容

◇
事
業
の
適
正
な
管
理
と
運
営
お

よ
び
施
設
の
改
築
・
更
新
を

目
的
と
し
た
事
業
期
間
を
令
和

11
年
度
か
ら
令
和
13
年
度
に
延

伸
。

なでしこ分団団員を募集
　市消防団では、女性消防団員 (所属：なでしこ分団 )を
募集しています。安心して暮らせる街づくりのため、消防
防災活動に興味関心のある人は、ぜひお待ちしています。
▶主な活動
　火災予防の啓発、救命講習会、防災指導、
　消防団行事への参加など

▶応募資格
　市内在住または在勤の
18歳以上の健康な女性

問危機管理課
　☎ 43-5203



南あわじ市からのお知らせ

2026.5.1発行1515 1414

★１ 次のいずれかに該当する人★１ 次のいずれかに該当する人
※いずれにも該当しない場合は助成対象外です※いずれにも該当しない場合は助成対象外です
▢ 65 歳以上の人のみで構成される世帯▢ 65 歳以上の人のみで構成される世帯
▢▢身体障害者手帳１級または２級の交付を受けている身体障害者手帳１級または２級の交付を受けている

人がいる世帯人がいる世帯
▢療育手帳Ａ判定の交付を受けている人がいる世帯▢療育手帳Ａ判定の交付を受けている人がいる世帯
▢精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている▢精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている

人がいる世帯人がいる世帯
▢▢未就学児がいる世帯未就学児がいる世帯
▢生活保護を受給している世帯（冷房器具の購入に要▢生活保護を受給している世帯（冷房器具の購入に要

する費用に係る家具什器費の支給を受けた世帯を除する費用に係る家具什器費の支給を受けた世帯を除
く）く）

★２ ★２ 世帯員全員の金融資産の合計金額が次の基準世帯員全員の金融資産の合計金額が次の基準
額以下であること額以下であること
※基準額を超える場合は助成対象外です※基準額を超える場合は助成対象外です
□１人世帯　468,000 円　□１人世帯　468,000 円　
□２人世帯　690,000 円　□２人世帯　690,000 円　
□３人世帯　840,000 円　□３人世帯　840,000 円　
□４人以上の世帯 1,000,000 円	□４人以上の世帯 1,000,000 円	

※助成を希望する人は、購入等対象店舗を含め、※助成を希望する人は、購入等対象店舗を含め、
　まずは福祉課へご相談ください　まずは福祉課へご相談ください
申請期限申請期限　10 月 30 日（金）　10 月 30 日（金）
問福祉課☎43-5216問福祉課☎43-5216

市ホームページ市ホームページ

南あわじ市フレイル外来事業健康

　　市では、市内在住の65歳以上の人（要介護1～ 5の市では、市内在住の65歳以上の人（要介護1～ 5の
人を除く）を対象に、フレイル外来事業を実施しています。人を除く）を対象に、フレイル外来事業を実施しています。
この事業では、フレイルの疑いがある人を対象に、市内でこの事業では、フレイルの疑いがある人を対象に、市内で
フレイル外来を実施している医療機関をご案内し、初回のフレイル外来を実施している医療機関をご案内し、初回の
診察費用を全額補助します。また、必要に応じて専門職に診察費用を全額補助します。また、必要に応じて専門職に
よる生活改善指導を月１回、6カ月間受けることができます。よる生活改善指導を月１回、6カ月間受けることができます。
　　生活改善指導はこれまで外来での指導のみでしたが、今生活改善指導はこれまで外来での指導のみでしたが、今
年度からは医師の判断のもと、移動手段の確保が難しい人年度からは医師の判断のもと、移動手段の確保が難しい人
を対象に、訪問指導も利用できるようになりました。自己を対象に、訪問指導も利用できるようになりました。自己
負担額は、外来指導が600円、訪問指導が900円です。負担額は、外来指導が600円、訪問指導が900円です。
　事業の対象となるかどうかは、「フレイルチェック」で　事業の対象となるかどうかは、「フレイルチェック」で
確認できます。このチェックは、町ぐるみ健診やかかり確認できます。このチェックは、町ぐるみ健診やかかり
つけ医からの紹介のほか、地域包括ケア推進課でも随時つけ医からの紹介のほか、地域包括ケア推進課でも随時
受け付けています。ご自身の体の状態を知受け付けています。ご自身の体の状態を知
り、必要な対策をとるために、ぜひ一度チェッり、必要な対策をとるために、ぜひ一度チェッ
クしてみませんか？クしてみませんか？
問地域包括ケア推進課☎ 43-5237☎ 43-5237

助成金 生活困窮者エアコン購入費等助成金事業

ゆとりっくゆるっとふぃっと
運動支援プログラム健康

　　３カ月、楽しく体を動かしてみませんか。３カ月、楽しく体を動かしてみませんか。専門指導専門指導
員と一緒に、筋力トレーニングや柔軟運動、脳トレ体員と一緒に、筋力トレーニングや柔軟運動、脳トレ体
操などに取り組む、３カ月・全 12回のプログラムで操などに取り組む、３カ月・全 12回のプログラムで
す。運動が久しぶりな人や、初めての人でも安心しす。運動が久しぶりな人や、初めての人でも安心し
て参加できます。て参加できます。
日時日時　６月４日 (木 ) ～ [ 申込：5月 1日 ( 金 ) ～ ]　６月４日 (木 ) ～ [ 申込：5月 1日 ( 金 ) ～ ]
　　　毎週木曜日 14:30 ～ 16:00　　　毎週木曜日 14:30 ～ 16:00
場所場所　ゆとりっく内トレーニングジム、スタジオ　ゆとりっく内トレーニングジム、スタジオ
募集人数募集人数　20人　20人
内容　内容　有酸素運動、筋力トレーニング、バランス運動、有酸素運動、筋力トレーニング、バランス運動、
　　　柔軟運動、脳トレ体操など健康講座、健康情　　　柔軟運動、脳トレ体操など健康講座、健康情
　　　報の提供など(ゆとりっくの専門指導員が指導)　　　報の提供など(ゆとりっくの専門指導員が指導)
対象対象　市内在住の概ね 65歳以上の人　市内在住の概ね 65歳以上の人
持ち物持ち物　上履き、動きやすい服装で参加、水分　上履き、動きやすい服装で参加、水分
参加費参加費　無料　無料
問地域包括ケア推進課☎ 43-5237問地域包括ケア推進課☎ 43-5237
※申込はゆとりっく☎ 36-5789まで※申込はゆとりっく☎ 36-5789まで

村上選手を応援しよう
～子どもたちを甲子園へ招待～

　プロ野球阪神タイガースの村上頌樹選手（南あわじ市ふる
さと応援大使）が南あわじ市の子どもたちを、阪神甲子園球
場にて行われるシーズン公式戦へ招待します。
申込対象試合　６月に甲子園で行われる試合
申込対象者　
　市内在住の人（高校生以下の子どもを含む４人１グループ）
※申込代表者は１８歳以上の人に限る（高校生は除く）
申込方法　市ホームページで詳細を確認の上、申込フォーム
よりお申込みください。
申込締切　５月１5日（金）１７：００
※抽選結果は、当選者のみお電話に
てご案内します

問文化・スポーツ振興課 ☎43-5234
申込フォーム市ホームページ

エントリー期間
　令和９年２月28日（日）まで
※南あわじ市ではビーチバレーボール
　競技が開催されます
ビーチバレーボール競技
日程　令和９年5月8日（土）～14日（金）
会場　慶野松原ビーチバレーコート
※エントリーの詳細については、大会公式
ホームページでご確認ください

問文化・スポーツ振興課
　☎43-５２３４

『ワールドマスターズゲームズ2027関西』 
大会エントリーを受付中

公式ホームページ

寄付ありがとうございます寄付ありがとうございます
　有限会社原田青果から南あわじ市へ、淡
路島たまねぎ 600 個の寄付がありまし
た。当該寄付物品は、「フィッシングショー
OSAKA2026」
の 地 方 創 生
ブースに出展
した際、観光
PR のためのノ
ベルティとして
使用させてい
ただきました。

■５月は消費者月間です！
　令和８年度テーマ
　「見える情報 見えない仕組み 
　　～ＡＩ時代の消費者力を高めるために～」

　デジタル技術の発展で、インターネットを通じて自分の
好みに合った商品やサービスなどの情報が簡単に手に入る
ようになりました。
　ただし、その情報がどうやって届くかの仕組みや、危険
を知ることが大切です。安全に便利にデジタルを使うため
に、基本的な知識を学び、消費者力を高めていきましょう。
問市民協働課☎ 43-5244

■全国すべての事業所・企業が対象となります。
■調査票は５月中旬から調査員または郵送でお届けします。
　※ 4月中にインターネットで回答された事業所・企業は除きます
■調査票が届きましたら「調査票の記入のしかた」をご覧のうえ、漏れなくご記入をお願いします。
■インターネットでもご回答いただけます。
問総務課☎ 43-5001

　　居住する住宅に使用できるエアコンのない高齢者等居住する住宅に使用できるエアコンのない高齢者等
の生活困窮者に対し、エアコンの購入や設置、修理をの生活困窮者に対し、エアコンの購入や設置、修理を
促進することで、熱中症による健康被害を予防するこ促進することで、熱中症による健康被害を予防するこ
とを目的に、費用の一部を助成するものです。とを目的に、費用の一部を助成するものです。
対象経費対象経費　　エアコン購入等に係る費用エアコン購入等に係る費用　　
助成金額助成金額　　最大５万円（１世帯１回、１台限り）　最大５万円（１世帯１回、１台限り）　
※対象経費と５万円を比較して少ない方の金額を上限※対象経費と５万円を比較して少ない方の金額を上限
としますとします

対象者対象者　　次の５つの項目すべてに該当し、右の★１と★次の５つの項目すべてに該当し、右の★１と★
２それぞれにひとつは該当すること２それぞれにひとつは該当すること
❶世帯全員が市内に居住し、住民基本台帳に記録され❶世帯全員が市内に居住し、住民基本台帳に記録され
ていることていること
❷世帯員全員の住民税が非課税の世帯であること❷世帯員全員の住民税が非課税の世帯であること
❸❸現に居住する住宅において、エアコンが未設置の世帯ま現に居住する住宅において、エアコンが未設置の世帯ま
たは故障により使用できるエアコンがない世帯であることたは故障により使用できるエアコンがない世帯であること
❹このエアコン購入費等助成金の交付を受けたことがな❹このエアコン購入費等助成金の交付を受けたことがな
い世帯であることい世帯であること
❺世帯員全員が、「暴力団員による不当な行為の防止等❺世帯員全員が、「暴力団員による不当な行為の防止等
に関する法律」に規定する暴力団員ではないことに関する法律」に規定する暴力団員ではないこと

令和８年経済センサス - 活動調査にご協力をお願いします

市ホームページ市ホームページ
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情
報
瓦
ば
ん

淡
路
美
術
協
会
会
員
展

▽
日
時
　
５
月
２
日（
土
）～
４
日

（
月
・
祝
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
展
示
内
容
　
絵
画
、書
、彫
塑
・

工
芸

問
淡
路
美
術
協
会
（
北
山
）

　
☎
０
９
０
・
２
３
８
６
・
４
３
４
９

囲
碁
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
大
会

▽
日
時
　
５
月
25
日（
月
）

　
午
後
０
時
30
分
開
始

▽
場
所
　
松
帆
地
区
公
民
館

▽
参
加
費
　
５
０
０
円

問
同
ク
ラ
ブ（
溝
渕
）

　
☎
０
８
０
・
２
４
８
１
・
３
４
３
１

第
５
回
縁
結
び
相
談
会

▽
内
容
　
個
別
相
談

※
年
齢
不
問

▽
日
時
　
５
月
17
日（
日
）

　
午
後
１
時
～

▽
場
所
　
永
田
邸

　（
倭
文
長
田
１
４
９
３
）

問
樋
口
季
一
郎
顕
彰
会（
出
田
）

　
☎
０
９
０
・
１
１
５
７・
２
９
９
１

▽
見
学
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
各
ガ
ー
デ
ン
の
詳
細
を
掲
載
し

た
マ
ッ
プ
は
島
内
の
市
役
所
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

問
同
実
行
委
員
会（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

　
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が

あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
　
講
義
、調
理
実
習
等

▽
日
時（
開
校
式
）　

　
６
月
３
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

※
全
13
回
、年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

開
校
式
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎

▽
定
員
　
20
人

※
テ
キ
ス
ト
代
、
実
習
材
料
費
が

か
か
り
ま
す

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
６
２

里
山
基
地
の
活
動（
要
申
込
）

「
五
感
で
感
じ
よ
う
‼
」

▽
日
程
　
５
月
17
日（
日
）

▽
内
容
　
さ
つ
ま
い
も
苗
植
え
、

カ
レ
ン
ジ
ュ
ラ
花
摘
み
、
手
浴
、

紙
芝
居
、
ク
ッ
キ
ン
グ
（
お
花

の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
）

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

（
土
）午
後
２
時
❹
27
日（
水
）

午
後
７
時

▽
対
象
者
　
16
歳
以
上

▽
受
講
料
　
５
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員
　
６
人（
要
予
約
）

※
受
付
は
５
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

「
高
年
齢
者
の
労
働
災
害
防
止

の
た
め
の
指
針
」
が
適
用
さ
れ

ま
し
た

　

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
「
高

年
齢
者
の
労
働
災
害
防
止
の
た
め

の
指
針
」
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
指
針
は
、
高
年
齢
者
の
特
性

に
配
慮
し
た
作
業
環
境
の
改
善
、

作
業
の
管
理
等
、
高
年
齢
者
の
労

働
災
害
の
防
止
を
図
る
た
め
に
事

業
者
が
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
措
置
に
関
し
て
、
そ

の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る

た
め
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

働
く
婦
人
の
家
講
座

❶
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
・
三
代
目
Ｊ
Ｓ
Ｂ

元
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
が
教
え
る

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
体
験
講
座

　
（
要
予
約
・
無
料
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
講
師
　
黒
田
有
子 

氏

▽
材
料
費
　
１
０
０
０
円

▽
持
参
品
　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、

ド
ラ
イ
ヤ
ー
、

簡
単
な
裁
縫
セ

ッ
ト

▽
定
員
　
10
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・２
３
２
６

※
申
し
込
み
は
先
着
順
で
、定
員

に
達
し
次
第
受
付
終
了

※
５
月
の
休
館
日
は
、7
日（
木
）、

11
日（
月
）、18
日（
月
）、25
日

（
月
）で
す

淡
路
花
祭
２
０
２
６
春

　

島
内
各
施
設
で
、春
の
花
々
を

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
は
、バ
ラ
、ネ
モ
フ

ィ
ラ
畑
が
楽
し
め
る
ほ
か
、イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

▽
期
間
　
５
月
24
日（
日
）ま
で

※
詳
し
く
は
「
淡
路

花
祭
」
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
☎
24
・
２
０
０
１

あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

２
０
２
６
開
催

▽
開
催
日

　
５
月
23
日（
土
） 

、24
日（
日
）

16161717

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
の
補
充
受
付
に
つ
い
て

　
令
和
８
・
９
・
10
年
度
に
市
が

行
う
競
争
入
札
（
建
設
工
事
、
コ

ン
サ
ル
、
物
品
・
役
務
）
に
参
加

を
希
望
す
る
人
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
補
充
受
付
を
行
い
ま

す
。

▽
受
付
期
間
　
５
月
11
日（
月
）～

６
月
10
日（
水
）

▽
提
出
方
法
　
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
申
請
の

み
と
な
り
ま
す
。市
外
業
者
の

申
請
は
、シ
ス
テ
ム
利
用
料
が
必

要
で
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
財
政
課
☎
43
・
５
２
１
０

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　
美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者

（
野
菜
・
果
物
）を
募
集
し
て
い
ま

す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の

出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）を
共
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
？
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

県
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
高
齢
者
、
障
害
者
世
帯
等
は

21
万
４
千
円
以
下
、
新
婚
・
子
育

て
世
帯
等
は
25
万
９
千
円
以
下

◆
県
営
南
淡
賀
集
鉄
筋
住
宅（
賀
集
）

　
２
戸
、１
０
１
号
・
３
０
３
号
、

条
件
付
単
身
可
、昭
和
53
年
度

建
築
。

　
家
賃
月
額
１
万
２
４
０
０
円
～

２
万
８
６
０
０
円（
共
益
費
別

途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ
き
月

額
２
０
０
０
円（
軽
自
動
車
は

１
６
０
０
円
）

◇
受
付
期
間

　
５
月
15
日（
金
）ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
応
募
が
な
い
場
合
は
、継
続
募
集

（
先
着
順
）に
な
り
ま
す

◇
公
開
抽
選
日
　
５
月
25
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
、市
役
所
本
館
１
階

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
都
市
政
策
課
☎
43
・
５
２
２
７

狩
猟
免
許
試
験
の
案
内

◆
狩
猟
免
許
試
験（
淡
路
島
内
）

▽
試
験
日
　
７
月
４
日（
土
）

▽
内
容
　
わ
な
猟

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館 

▽
申
込
期
間
　
５
月
11
日（
月
）～

　
22
日（
金
）

※
別
日
程
で
島
外
開
催
も
あ
り
ま

　
す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

　
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟

鳥
獣
の
捕
獲
に
は
狩
猟
免
許
が
必

要
で
す
。狩
猟
免
許
試
験
を
受
験

す
る
人
を
対
象
に
、知
識
お
よ
び

技
能
に
関
す
る
初
心
者
講
習
会
も

開
催
予
定
で
す
。

問
（
試
験
）
兵
庫
県
環
境
部
自
然

　
鳥
獣
共
生
課

 

　
☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９
０
８
４

　
（
講
習
会
）
県
猟
友
会

　
☎
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
７

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）
の
出
前
受
付

　
年
間
５
０
０
０
円
の
少
額
負
担
で
、

あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
が
対
象
で
す
。

▽
日
時
　
５
月
８
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館
１
階

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育
成
補
助

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
豊
か
な
心
を

持
つ
少
年
少
女
の
育
成
を
目
的
と

し
た
事
業
を
実
施
す
る
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
事
業
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
事
業
　
申
請
す
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
主
催
す
る
事
業
（
教

室
・
講
習
会
、
交
流
事
業
等
）

▽
補
助
金
額
　
対
象
経
費
の
50
％

以
内
、
限
度
額
10
万
円

※
応
募
多
数
の
場
合
、
交
付
額
が

申
請
額
に
沿
わ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す

▽
申
込
期
限
　
５
月
29
日（
金
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
43
・
５
２
３
４

選
手
派
遣
補
助
金

▽
対
象
事
業
　
地
区
予
選
な
ど
を

経
て
出
場
す
る
全
国
ま
た
は
近

畿
以
上
の
大
会

※
選
手
が
小
学
生
の
大
会
ま
た
は

兵
庫
県
中
学
校
体
育
連
盟
が
主

催
す
る
大
会
は
県
大
会
も
対
象

▽
対
象
経
費
　
交
通
費
の
み

※
補
助
額
は
市
の
条
例
に
よ
り
算

出
し
た
額
ま
た
は
実
費
額
の
い

ず
れ
か
低
い
方
の
２
分
の
１

※
１
人
当
た
り
の
補
助
限
度
額
は

次
の
と
お
り
。団
体
の
場
合
、上

限
は
20
人

　
初
心
者
大
歓
迎
！
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

の
ヒ
ッ
ト
曲
に
合
わ
せ
て
、音
楽
に

乗
っ
て
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
！「
本
物
の
表

現
力
」に
触
れ
な
が
ら
、心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
５
月
24
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
講
師
　
Ａ
Ｉ
Ｒ
．
Ｌ
Ｉ
‐
Ｐ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ 

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ 

　
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｙ
Ａ

▽
持
参
品
　
動
き
や
す
い
服
装
、

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ

▽
定
員
　
20
人

❷
一
生
歩
け
る
体
を
つ
く
る
！

膝
・
腰
ら
く
ら
く
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
講
座（
要
予
約
・
無
料
）

　
膝
や
腰
の
違
和
感
は
、早
め
の
ケ

ア
が
肝
心
で
す
。日
常
生
活
で
関

節
を
守
る「
正
し
い
体
の
使
い
方
」と

「
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
」、「
関
節
を

支
え
る
筋
力
ア
ッ
プ
」に
つ
い
て
、正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
元
気
に

動
け
る
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
６
月
７
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
講
師
　
前
田
侑
也 

氏

　（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▽
持
参
品
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ

▽
定
員
　
15
人

❸
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
ふ
ん
わ
り
ミ
ニ

ポ
ー
チ
作
り
講
座（
要
予
約
）

▽
日
時
　
６
月
７
日（
日
）

募
　
集

❶
全
国
大
会
　
２
万
５
千
円

❷
近
畿
大
会
他
　
１
万
円

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
43
・
５
２
３
４

地
域
女
性
団
体
活
動
補
助
　

　
市
内
の
女
性
団
体
が
主
体
的
に

実
施
す
る
事
業
に
補
助
を
行
い
ま

す
。

▽
対
象
と
な
る
事
業
　
環
境
美

化
、地
域
住
民
の
健
康
増
進
、防

犯
、防
災
ま
た
は
交
通
安
全
、子

ど
も
・
青
少
年
の
健
全
育
成
、高

齢
者
の
見
守
り
、歴
史
文
化
の

継
承
、地
域
住
民
の
交
流
促
進

な
ど

▽
補
助
金
額
　
団
体
を
構
成
す

る
単
位
自
治
会
の
世
帯
数
×

１
５
０
円
以
内

▽
申
請
期
限
　
５
月
29
日（
金
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
課
☎
43
・
５
０
３
８

文
化
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
５
月
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
程
　
❶
13
日（
水
）午
後
７
時

❷
17
日（
日
）午
前
11
時
❸
23
日

お
知
ら
せ

催
　
し
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▽
日
時
　
５
月
11
日（
月
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所
　
兵
庫
県
洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
２

税
金
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
近
畿
税
理
士
会
洲
本
支

部
税
理
士
に
よ
る
個
別
相
談

▽
場
所
　
淡
路
納
税
協
会

※
月
２
回
開
催
。詳
細
に
つ
い
て
は

お
問
合
せ
下
さ
い

問
淡
路
納
税
協
会
☎
22
・
１
３
２
２

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
内
容
　
契
約
な
ど
の
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談

▽
日
時
　
毎
週
月
～
金
曜
日

※
土
日
祝
日
は
休
業

　
午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時

～
４
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
☎
43
・
５
０
９
９

困
っ
た
と
き
、ま
ず
は

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
へ

▽
内
容
　
県
政
に
関
す
る
こ
と
、

日
常
生
活
上
の
諸
問
題
な
ど

▽
日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～

　
午
後
５
時
30
分

▽
相
談
電
話
番
号（
通
話
無
料
）

　
☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０

※
携
帯
電
話
か
ら
は
利
用
不
可

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）

▽
申
込
み
　
予
約
専
用
番
号

　
☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
４

※
電
話
相
談
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

※
一
時
保
育
あ
り

※
参
加
は
年
度
内
に
１
回
の
み

問
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
イ
ー
ブ
ン
）

　
☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
０

司
法
書
士
会
に
よ
る

無
料
相
談
会（
完
全
予
約
制
）

▽
内
容
　
無
料
登
記
、成
年
後
見
、

法
律
相
談（
１
人
30
分
以
内
）

▽
日
時
　
５
月
20
日（
水
）

　
午
後
６
時
～
９
時

▽
場
所
　
洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
予
約
・
問
合
せ

　
山
下
富
弘
司
法
書
士
事
務
所

　
☎
23
・
９
１
７
１

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
精
神
科
医
に
よ
る
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
に
関
す
る
個
別
相
談

▽
日
時
　
５
月
14
日（
木
）

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　
☎
26
・
２
０
６
０

専
門
栄
養
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
在
宅
の
食
事
療
法
や
栄

養
成
分
表
示
の
表
示
方
法
、活

用
方
法
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

▽
内
容
　
ど
う
た
く
や
古
代
の
文

様
を
加
え
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
な
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

▽
講
師
　
神
木
千
景 

氏

　（
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
）

▽
日
程
　

　
５
月
２
日（
土
）、３
日
（
日
・
祝
）

▽
参
加
費
　
５
０
０
円
～
９
０
０
円

❷
ミ
ニ
チ
ュ
ア
鋳
造
体
験

▽
内
容
　
青
銅
器
の
作
り
方

「
鋳ち
ゅ
う
ぞ
う造
」を
体
験
し
な
が
ら
銅

鐸
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
５
日
（
火
・
祝
）、

６
日
（
水
・
祝
）

▽
参
加
費
　

　
５
０
０
円
～
１
０
０
０
円

❸
ど
う
た
く
デ
コ

▽
内
容
　
ど
う
た
く
形
の
板
に
カ

ラ
フ
ル
な
タ
イ
ル
や
シ
ー
ル

を
自
由
に
貼
っ
て
、
か
わ
い
い

イ
ン
テ
リ
ア
を
作
り
ま
す
。

▽
日
時
　

　
５
月
30
日（
土
）、
31
日（
日
）

▽
参
加
費
　
小
４
０
０
円
、
大

６
０
０
円

▽
申
込
方
法
　
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

　
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

講
演
会「
淡
路
鉄
道
の
知
ら
れ

ざ
る
裏
話
」

　
淡
路
鉄
道
は
自
動
車
の
普
及
が

市
民
無
料
法
律
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
市
顧
問
弁
護
士
に
よ
る

相
談（
１
人
20
分
）

▽
日
時
　
５
月
12
日（
火
）、28
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
定
員
　
先
着
９
人

※
限
ら
れ
た
時
間
で
、法
的
問
題

の
処
理
方
法
に
つ
い
て
、考
え
方

や
解
決
方
法
等
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
も
の
で
す（
書
類
の
作
成
や

調
査
、事
務
処
理
な
ど
を
行
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
を
お

受
け
す
る
た
め
、市
行
政
に
対
す

る
相
談
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

行
政
相
談

▽
内
容
　
行
政
相
談
員
に
よ
る
相
談

▽
日
時
　
５
月
14
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所
　
市
地
区
公
民
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

特
設
人
権
相
談（
予
約
不
要
）

　
６
月
１
日
の「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」に
あ
わ
せ
、特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

▽
内
容
　
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や
相
談

▽
日
時
　
６
月
１
日（
月
）

18181919

滝
川
記
念
美
術
館 

玉
青
館

◆
春
季
特
別
展「
珉
平
焼
か
ら
タ
イ
ル

へ
‒
南
あ
わ
じ
の
近
代
化
遺
産
‐
」

▽
内
容
　
江
戸
時
代
後
期
に
伊
賀

野
村
で
開
窯
し
た
珉
平
焼
の
成

立
か
ら
日
本
初
の
本
格
的
タ
イ

ル
生
産
の
発
展
ま
で
を
南
あ
わ

じ
の
重
要
な
近
代
化
遺
産
と
し

て
位
置
づ
け
、そ
の
歴
史
と
と

も
に
人
々
を
魅
了
し
て
き
た
作

品
や
製
品
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間
　
６
月
７
日（
日
）ま
で

◆「
Ｒ
ｉ
ｄｅ 

ｔ
ｈｅ 

Ｔｒａ
ｉｎ

～
思
い
出
の
淡
路
鉄
道
～
」

▽
内
容
　
か
つ
て
、島
民
の
生
活
を

支
え
た
淡
路
鉄
道
。大
正
11
年

の
開
業
か
ら
昭
和
41
年
の
廃
線

ま
で
の
足
跡
や
当
時
の
駅
舎
の

姿
と
現
在
の
様
子
を
写
真
パ
ネ

ル
と
資
料
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
期
間
　
６
月
７
日（
日
）ま
で

◆
５
月
の
休
館
日

　
７
日
、11
日
、18
日
、25
日

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

ど
う
た
く
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

❶
～
❸
各
講
座
共
通

▽
会
場
　
玉
青
館

▽
時
間
　
①
午
前
10
時
②
午
前
11

時
③
午
後
１
時
④
午
後
２
時

⑤
午
後
３
時

❶
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　
午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所
　
広
田
地
区
公
民
館
、湊

地
区
公
民
館
、福
良
地
区
公
民
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

教
育
相
談（
予
約
制
）

▽
日
時
　
５
月
11
日（
月
）

　
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎

問
淡
路
教
育
事
務
所
☎
22・４
１
５
２

「
空
き
家
バ
ン
ク
」の
休
日
相
談

（
要
予
約
）

▽
内
容
　
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時
　
５
月
16
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
申
込
締
切
　
５
月
12
日（
火
）

　
午
後
５
時

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可
。平
日
相
談
可

問
都
市
政
策
課
☎
43
・
５
２
２
７

若
者
就
労
相
談（
予
約
制
）

▽
対
象
　
現
在
、仕
事
に
就
い
て
い

な
い
15
歳
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事

に
悩
み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▽
日
時
　
５
月
27
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　

☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

進
む
、昭
和
41
年
に
廃
線
に
な
り

ま
し
た
が
、当
時
、年
間
２
０
０
万

人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の

度
、玉
青
館
で
の
展
覧
会
に
関
連

し
、新
た
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
資
料
だ

け
で
は
見
え
て
こ
な
い
淡
路
鉄
道

の
裏
話
を
玉
青
館
の
展
示
と
合
わ

せ
て
解
説
し
ま
す
。

▽
講
師
　
野
村
哲
也
氏

　（
淡
路
鉄
道
愛
好
家
）

▽
日
時
　
５
月
９
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所
　
玉
青
館

▽
人
数
　
20
人

▽
費
用
　
無
料

※
入
館
料
は
別
途
必
要
で
す

▽
募
集
期
限
　
５
月
７
日（
木
）

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　
☎
42
・
３
８
４
９

淡
路
人
形
座（
５
月
公
演
案
内
）

～
受
け
継
が
れ
る
淡
路
人
形　

五
百
年
の
歴
史
が
こ
こ
に
あ
る
～

◆
上
演
内
容

◇
１
日（
金
）～
31
日（
日
）

　
午
前
10
時
、午
後
３
時

　「
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」・「
人

形
解
説
」・「
戎
舞
」

◇
１
日（
土
）～
６
日（
水
）

　
午
前
11
時
10
分
、午
後
１
時
30
分

　「
う
ら
し
ま
た
ろ
う
」

◇
８
日（
金
）～
31
日（
日
）

　
午
前
11
時
10
分
、午
後
１
時
30
分

　「
ゆ
る
っ
と
人
形
浄
瑠
璃
」

※
太
夫
・
三
味
線
・
人
形
の
解

説
と「
伊だ
て
む
す
め
こ
い
の
ひ
が
の
こ

達
娘
恋
緋
鹿
子
　

火ひ
の
み
や
ぐ
ら

の
見
櫓
の
段
」の
セ
ッ
ト

※
上
演
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い

◆
５
月
の
休
館
日

　
７
日（
木
）、13
日（
水
）、20
日

（
水
）、27
日（
水
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　「
絵え
ほ
ん
た
い
こ
う
き

本
太
功
記 

尼あ
ま
が
さ
き

ヶ
崎
の
段
」

▽
内
容
　
だ
ん
じ
り
唄「
太
十
」に
も

なっ
た
光
秀・十
次
郎
な
ど
を
展
示

◆
第
34
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間
　
５
月
10
日（
日
）ま
で

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展（
淡
路
雅

交
会
）

▽
期
間
　
５
月
19
日（
火
）～
７
月

20
日（
月
・
祝
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　
☎
42
・
５
１
１
５

第
２
６
４
回
神
代
天
体
観
測
会

「
春
の
星
座
を
見
よ
う
」

▽
日
時
　
５
月
17
日（
日
）

　
午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所
　
神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。悪
天
候
時
は
神

代
地
区
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

（
木
田
）

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

催
　
し

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
予
約
制
）

▽
内
容
　
建
築
士
事
務
所
協
会
員

に
よ
る
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
無
料
相
談

▽
日
時
　
５
月
28
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所
　
洲
本
総
合
庁
舎

問
兵
庫
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　
淡
路
支
部（
長
次
設
計
）

　

☎
22
・
１
９
７
６

障
が
い
者
等
の
お
仕
事
相
談

▽
巡
回
相
談
日
　
５
月
27
日（
水
）

▽
受
付
時
間
　
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分（
予
約
優
先
）

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

問
森
の
た
ね
（
森
の
木
フ
ァ
ー
ム
内
）

☎
53
・
０
１
８
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
に
よ
る

巡
回
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容
　
職
業
相
談
お
よ
び
紹
介

▽
対
象
者
　
生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時
　
５
月
12
日（
火
）

　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
定
員
　
先
着
３
人

問
福
祉
課 

☎
43
・
５
２
１
６

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者
　
市
内
在
住
で
経
済
的
な

問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り
の
人

▽
事
業
内
容
　
❶
自
立
相
談
支
援

事
業
　
専
門
の
相
談
員
が
相
談

を
受
け
て
、ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
を
相
談
者
と
一
緒
に
考

え
、具
体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に

向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。❷
住

居
確
保
給
付
金
　
離
職（
２
年

以
内
）な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ

た
人
、ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
高

い
人
に
就
職
に
向
け
た
活
動
等

を
条
件
と
し
て
一
定
期
間
、家

賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談

（
予
約
制
・
相
談
無
料
）

▽
内
容
　
仕
事
や
起
業
、資
格
取

得
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
希
望
す
る
女
性
に
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
５
月
７
日（
木
）、14

日（
木
）、21
日（
木
）、28
日

（
木
）、30
日（
土
）

　
❶
午
前
10
時
～
❷
午
前
11
時
～

❸
正
午
～

▽
場
所
　
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー・イ
ー
ブ
ン

▽
相
談
員
　
髙
見
香
織
さ
ん（
特

定
社
会
保
険
労
務
士
、キ
ャ
リ
ア

相
　
談
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◆ ブレスト・アウェアネスとは
　日頃から自分の乳房を意識して、気軽にチェッ
クする生活習慣のことです。異常を探すことが目
的ではなく、普段の生活に簡単に取り入れること
ができ、以前と違う変化に気づきやすくなります。

2121 2020

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時（受付は午前５時 30 分）
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の
洲本市応急診療所において開設。予約不要。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療（対象は中学生まで）

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専門 
   以外の診療はできな  
   い場合があります

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

救急安心センターひょうご「#7119」

救急医療電話相談。専門家が 24 時間 365 日対応。

　５　５月の健康カレンダー
※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください。

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

24 日 13：30 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所
25 月 13：30 ～ 15：00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

13 水 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、地域包括ケア推進課（☎43-5237）まで

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所
13 水 14：00 ～ 15：00 市地区公民館１階

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
物忘れチェック、物忘れ相談なども実施しています
日 曜日 受付時間 場所

12 火 14：00 ～ 15：30 くつろぎプラザシーパ
(湊110)

22 金 14：00 ～ 15：30 いちばん星　
（市福永572）

● 献血
日 曜日 受付時間 場所

14 木 10：10 ～ 11：45
13：00 ～ 15：45 市役所本館

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで
※受付時間等は対象者に案内します

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ８年１月生） 27 水 南あわじ市
保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ７年12月生） 29 金 子育て学習・

支援センター

育児相談 （Ｒ７年10月生） 21 木

南あわじ市
保健センター

 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ６年10月生） 13 水

２歳児育児相談・歯科健診 （Ｒ５年10月生） 20 水

３歳児健康診査 （Ｒ４年12月生） 12 火

就学前５歳児健康診査（R３年５月生） 19 火

遊びの教室（予約制） ７ 木

発達支援相談（予約制） ７ 木

● 「からだ」と「こころ」の健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、
栄養相談、血圧測定、
こころの相談など

14 木  ９：00 ～ 11：00
13：00 ～ 14：30

市役所本館
1 階　　　

※こころの相談は、予約制です

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

３日（日） 後 藤 俊 介 医師 後 藤 俊 介 医師

４日（月） 山 川　皓 医師 柴 田 亮 平 医師

５日（火） 芝 田 洋 輔 医師 高 田 育 明 医師

６日（水） 山 川　皓 医師 穀 内 純 江 医師

10日（日） 柴 田 亮 平 医師 福 原 正 博 医師

17日（日） 守 本 圭 希 医師 村 野 謙 一 医師

24日（日） 瀧川　卓 医師 穀内勇夫 医師

31日（日） 平 山　 毅 医師 畑 田 卓 也 医師

ブレスト・アウェアネス検診で乳がんの早期発見を
問健康課☎43-5218

南あわじ市乳がん検診のお知らせ

◆受診対象者
40 歳以上の女性で、令和９年４月１日時点で偶数
年齢の人、および 41 歳の無料クーポン対象の人

◆期間　令和９年３月 31 日（水）まで
◆検診項目

問診・視触診・マンモグラフィー（乳房 X 線検査）

◆検診料金
　40 歳以上で偶数年齢の女性…1,700 円

41 歳…無料
※受診年齢に達していなくても、乳房にしこりや
　異常を感じたら専門の医療機関を受診しましょう
問健康課☎43-5218

   対象者全員に４月初旬に受診票を送付しています。（クーポン対象者へは 5 月初旬に送付します）

◆ブレスト・アウェアネス４つのポイント
１．自分の乳房の状態を知る
　入浴時や着替えの時など、ちょっとした機会　
に自分の乳房を見て、触って、感じてみましょう。
２．乳房の変化に気を付ける
　普段の自分の乳房の状態を知ることで、初め　
て、変化に気が付けます。「いつもと変わりはな　
いかな」という気持ちで取り組みましょう。
３．変化に気が付いたらすぐ医師に相談する
　大丈夫だろうと安易に自己判断することなく　
専門医の診察を受けましょう。
４．40 歳になったら、2 年に 1 回乳がん検診を受診

　乳がんは女性に一番多いがんで、9 人に 1 人が罹患すると言われています。一般的に、がんは年齢を重ねるほ
ど罹患率が上がりますが、乳がんは 30 代後半から急激に増えていきます。忙しい生活の中でも、自分自身の健
康を意識し、定期的にチェックする習慣を身につけることが大切です。

町ぐるみ健診を受けましょう（要申込）

　【現在も申込み受付中】
　６月 25 日から町ぐるみ健診が始まります。健診を受けて自身の健康状態をチェックし、健康づくりに役立て
ましょう。申し込みがまだの人は健康課までご連絡ください。
※健診中、保育士がお子さまをお預かりしますので、お子さま連れでも安心して受診していただけます

◆乳がんセルフチェック
❶「見て」チェック

「くぼみ・ふくらみ」、「ただれ・変色」、「ひきつれ」
はありませんか？
　鏡の前に立ち、自然に腕を下ろし
たり、腕を上げたりして、さまざま
な角度から色や形を見てください。
❷「さわって」チェック

「しこり」はありませんか？
　４本指で「の」の字を書くよ
うに、指先で軽くなでるようにしこりの有無を調べ
てください。

「血の混じったような分泌物」は出ませんか？
　乳首は軽くつまんで、分泌物が出ないか調べてく
ださい。
❸「横になって」チェック

「しこり」はありませんか？
　仰向けに寝て、背中の下に枕やタオルをしき、
乳房をさわってしこりを調べてください。
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子子育育てて広広場場

2323 2222

問市立図書館☎53-0234・三原分館☎43-5037

みんなの図書館
問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　☎42-7703

ゆめるんセンター　開設時間　平日9：00～16：00
　いつでもお気軽に遊びに来てね。
　※初めての利用は登録が必要です。(登録無料)
　※ゆめるんノート、名札持参(出前ひろばも同様)　

市ホームページ

ひろば名 開設日 場所
みどり １, ８,13,15,22,27,29 保健センター

せいだん ７,12,14,19,21,28 湊地区公民館
みはら 12,14,19,21,26 働く婦人の家

なんだん １, ８,13,15,20,22,27,29 福良地区公民館

５月の出前ひろば　開設時間　10:00～11:30　
※親子でお気軽にお出かけください。どこでも参加できます

ひよこ
　　　　※現在妊娠中の人も含む　

 　R８.4.2 ～
　 R９.4.1生まれ

りす  　R７.4.2 ～ 
 　R８.4.1生まれ

うさぎ  　R６.4.2 ～ 
 　R７.4.1生まれ

ぞう  　R５.4.2 ～ 
 　R６.4.1生まれ

今年度の年齢別ひろばの区分

◆こどもの読書週間イベント
～「ことばがきみのはねになる」～
・ブックリサイクルフェア（市立） ５月６日(水)まで
・紙ヒコーキ広場（市立）５月９日(土)
・絵本屋さん大賞に投票（三原）推しの絵本作家をさがそう
  会(市立)は、５月12日(火)まで

（南あわじ図書館Lovers主催）
・大人のための絵本セラピー　５月23日(土)14:00～
◆ピノキオのおはなし会（市立） 毎週日曜日10:00～
◆よみきかせ会（三原） 第３土曜日15:00～
◆南あわじ図書館Loversの読書会＆読み聞かせ(市立)
　第２土曜日10:00～

図書館からのお知らせ

本の世界へようこそ！

物語のある花図鑑物語のある花図鑑
杉原梨江子 / 文 、板垣夏樹 / 絵

（エクスナレッジ）

人が花に希望を託して語り継ぐ77の
物語たち。花の詳しい情報や優しい挿
絵も魅力的な、春の季節にぴったりな
一冊です。

蔵書検索

※詳しくは、
　市ホームページを
　ご覧ください

開 館 時 間　9：30～19：00
※日曜日・祝日は全館17時まで日曜日・祝日は全館17時まで
※土曜日は広田・湊地区公民館図書室のみ17時まで
休 館 日　月曜：市立図書館、広田図書室
　　　　　　水曜：三原分館、湊図書室
※祝日の翌日、資料整理日は全館室休館

市立図書館・広田地区公民館図書室

三原分館・湊地区公民館図書室

今
月
の
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

※放送時間・内容を変更する場合があります。
　予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間
分の番組内容が表示
されます。また、録画機
で簡単予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペ
ージで番組
の見どころ
を確認いた
だけます。

EPG（電子番組表）

問シティプロモーション課
☎43-5201

南あわじ市ケーブルテレビからのお知らせ12ｃｈ

コミュニティチャンネルで
ＣＭを放送しませんか？

イメージアップ戦略に！商品のＰＲに！
有料広告放送を、ぜひご活用ください。
詳しくは、お問い合せください。

５月の番組 ピックアップ！５月の番組 ピックアップ！

３月28日に市地区公民館で行われた第12
回南あわじ市舞踊の会～前半～を放送。
前半は、プログラム2番～15番の出演
団体の舞台をお送りします。なお、後半
は、6月1日(月)～7日(日)に、プログラム
17番～31番を放送します。

■ 25 日（月）～31 日（日）９:00 ～、20:00 ～
第12回南あわじ市舞踊の会～前半～（全２回）第12回南あわじ市舞踊の会～前半～（全２回）

写真工房～フォトリエ～募集中 写真工房～フォトリエ～募集中 

今回の募集テーマは「春」。日常生活で
撮影した写真をお待ちしています♪
応募締切　５月11日(月)必着
放送日程　５月18日(月)～24日(日)

※詳しくは、市ホームページ
をご覧ください

５月の主な催し
行事名 内容

※場所はすべてゆめるんセンター

うさぎ・ぞうひろば
親子で楽しくリトミック

日時　20日(水)10：30～ 　
定員　各15組

５月たんじょうかい 日時　25日(月)10：30～ 　
持参　ウエットティッシュ

りすひろば
はじめましての
親子あそび時間

日時　28日(木)10：30～ 　
定員　15組
持参　バスタオル

※各行事は事前申込が必要です。持ち物などの詳細
は、申込時にお問合わせいただくか、市ホームペー
ジをご覧ください。申し込みは先着順、定員に達し
次第受付を終了します

2026年、
市立図書館は
開館30周年を迎えます南あわじしりつとしょかん30さい

　「避難に関する情報」などの緊急情報や、地震、
津波、気象警報などの防災に関する情報を提供し
ています。
　平常時には、防災訓練の案内等、緊急時に備え
た防災情報を掲載しています。
問危機管理課☎ 43-5203

ひょうご防災ネットに
ご登録ください

次の二次元コードからダウンロードできます

Google PlayApp Store



2026.5.1発行2026.5.1発行2525 2424

●●人　口 人　口 42,811人（前月比42,811人（前月比--91人）91人）
　 （男） 　 （男） 20,612人（前月比20,612人（前月比--35人）35人）
　 （女） 　 （女） 22,199人（前月比22,199人（前月比--56人）56人）
●●世帯数 世帯数 20,015世帯（前月比+95世帯）20,015世帯（前月比+95世帯）
※令和８年４月※令和８年４月１１日現在日現在

令和８年４月９日までの申出分 （敬称略）令和８年４月９日までの申出分 （敬称略）
※掲載を希望する人は、届け出の際に窓口へお申し出ください※掲載を希望する人は、届け出の際に窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

結婚結婚

夫氏名（地区）夫氏名（地区） 妻氏名（地区）妻氏名（地区） 婚姻日婚姻日

ソー　トウ（賀　集）

上島　有貴（北阿万）

太田　匡亮（志　知）

長田　来樹（淡路市）

チェリ テツ（賀　集）

澤　　朋香（大阪府）

戸田　澪佳（富山県）

新原　成菜（倭　文）

３ 月 12 日

３ 月 17 日

３ 月 25 日

３ 月 30 日

※４月号の正解は『はばタン』 。75通の応募がありました

■応募方法（❶～❺すべてにご回答をお願いします）
　❶クイズの答え❷住所❸氏名❹年齢❺広報や南あわじ市
　に対するご感想・ご意見
次のいずれかの方法でご応募ください。

【スマホ】　右の応募フォームから応募

【ハガキ】　〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
　　　　　南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

【メール】　kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載
■応募締切  ５月15日(金)  ※消印有効
　※クイズ正解者の中から抽選で５人にプレゼントが当たります！
　　（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

広報クイズ

　●●銅鐸が国重要文化
財に指定されます。
　市ではそれを記念して、
講座や講演会などを開催
する予定です。
　●●に入る漢字２文字をお答えください。

（ヒントは広報２～３頁）

死亡死亡

氏名氏名 年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日 氏名氏名 年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日氏名氏名  年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日

佐藤　祐代

稲山　彌生

榎本　弥生

森﨑　　裕

天羽フサコ

山本　英子

乙井　萬弘

80

90

88

75

95

69

81

３ 月 11 日

３ 月 15 日

３ 月 15 日

３ 月 16 日

３ 月 17 日

３ 月 18 日

３ 月 20 日

神 代

北阿万

阿 万

福 良

志 知

阿 万

賀 集

宮地　政次

岡本二三裕

端　　政子

肥田ゑみ子

橋本　宏育

蔭山　林次

浦川しづ子

86

62

88

88

83

88

93

３ 月 21 日

３ 月 22 日

３ 月 22 日

３ 月 23 日

３ 月 24 日

３ 月 26 日

３ 月 28 日

八 木

福 良

倭 文

賀 集

福 良

阿 万

榎 列

藤本さかゑ

樫原　幸男

坂本　保直

濱 田　　 優

蔭山とよみ

横山千惠子

98

93

89

79

102

78

３ 月 28 日

３ 月 30 日

３ 月 31 日

３ 月 31 日

４ 月 ４ 日

４ 月 ６ 日

賀 集

賀 集

広 田

北阿万

阿 万

福 良

赤ちゃん赤ちゃん 性別性別 保護者保護者 地区地区 出生日出生日

鳥 井　 泰
たいせい

晴

原 田　 桃
も も こ

子

前 田　 浬
り つ き

槻

伊 藤　 旺
お う き

輝

小 嶋　 一
か ず は

葉

清 水　 陽
ひ な た

翔

柴 田　 絵
え ま

茉

柴 田　 莉
り ま

茉

谷 池　 琴
こ と は

羽

淺 山　 詩
こ と は

葉

瀨 戸 山　 紬
つむぎ

松 下　 蒼
あ お い

生

朝 日　 唯
い ち か

華

野 口　 凱
か い と

仁

男男

女女

男男

男男

女女

男男

女女

女女

女女

女女

女女

男男

女女

男男

克 重克 重

高 行高 行

智 己智 己

隆 浩隆 浩

康 裕康 裕

飛 翔飛 翔

篤篤

篤篤

勇 旭勇 旭

保 男保 男

岳 志岳 志

和 弥和 弥

敢 大敢 大

智 崇智 崇

八 木八 木

賀 集賀 集

湊湊

沼 島沼 島

広 田広 田

志 知志 知

阿 那 賀阿 那 賀

阿 那 賀阿 那 賀

市市

沼 島沼 島

大 阪 府大 阪 府

榎 列榎 列

市市

榎 列榎 列

２ 月 17 日

２ 月 27 日

３ 月 ２ 日

３ 月 ５ 日

３ 月 ５ 日

３ 月 11 日

３ 月 19 日

３ 月 19 日

３ 月 22 日

３ 月 27 日

３ 月 28 日

３ 月 29 日

３ 月 30 日

４ 月 ６ 日

出生出生
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数
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。
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大
会
結
果
（
敬
称
略
）

第
30
回
宮
地
杯
南
あ
わ
じ
市

中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
３
月
20
日
・
国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家
）

男
子
　

①
岡
本
壱
介
・
田
中
稜
人
（
三
原
）

②
杉
田
悠
真
・
仁
里
鎧
大
（
三
原
）

③
高
橋
翔
大
・
喜
田
聖
磨
（
三
原
）

③
辻
琉
雅
・
桐
原
佑
典
（
南
淡
）

女
子
　

①
鳴
海
夏
穂
・
仲
野
沙
弥
（
三
原
）

②
奈
良
侑
南
・
江
本
安
寿
（
三
原
）

③
並
木
三
奈
・
河
井
寧
音
（
南
淡
）

③
秦
ま
ひ
る
・
村
上
魅
冴
（
三
原
）

囲
碁
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
大
会

（
３
月
30
日
・
松
帆
地
区
公
民
館
）

A
級
　

①
森
川
勝
次
③
前
川
和
也

B
級
　

②
溝
渕
勝
己

C
級
　

①
小
澤
正
三
②
細
川
浩
嗣

南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
大
会

（
４
月
５
日
・
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

男
子
A
ク
ラ
ス

②
柏
宏
和
・
武
田
大
和

③
松
坂
直
也

男
子
B
ク
ラ
ス

①
橋
本
正
二
・
ヘ
イ
リ
ー 

ウ
ォ

　
ル
タ
ー

②
宮
本
末
次
・
入
口
正
士

③
阿
部
安
幸

女
子
A
ク
ラ
ス

①
出
嶋
理
恵

②
川
添
美
穂
・
富
永
真
奈
美

③
三
宅
裕
美
・
長
瀬
美
香

女
子
B
ク
ラ
ス

①
前
川
恵
美
子
・
松
井
万
里

②
服
部
美
和
・
玉
久
保
佳
代

※
大
会
結
果
へ
の
掲
載
は
、
市
大

会
規
模
以
上
で
3
位
ま
で
の

成
績
を
収
め
た
人
が
対
象
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大
会
主
催
者
お
よ
び
関
係
者
か

ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
作
成

スマホの困りごと解決をお手伝い
スマホ相談窓口開設中

問総務課業務改善推進室
　☎43-5206 市ホームページ

　スマホ相談窓口は、市役所１階ロビーで開設し
ています。スマホ利用でお困りの人や、これから
スマホを始めたい人は、ぜひご利用ください。
　混雑が予想されますので、お電話でご予約の上
ご利用ください。
開設日時　毎週 火曜日、金曜日　９:00～17:00
場所　　　市役所１階ロビー
予約受付専用電話　☎0120-333-658
予約受付時間　9:00～17:00

毎月・月末・平日・３日間
フードドライブ・デイ

　フードドライブとは、ご家庭で使わずに眠って
いる食品や余っている食品を集め、必要とする人
に提供する取り組みです。
日時　５月27日（水）・28日（木）・29日（金）
　　　９:00～16:00
場所　広田地区公民館、湊地区公民館
　　　市地区公民館、福良地区公民館
受付できる食品　お米、乾麺、缶詰・インスタント食
　品・レトルト食品、調味料、お菓子、飲料など
持ち込み方法　公民館に設置している「食品回収Ｂ
　ＯＸ」に食品を入れ、受付表に寄付日を記入して
　ください。
※詳しくは、市ホームページを
　ご覧ください
問市消費者協会事務局（市民協働課内） 
　☎43-5244 市ホームページ

納期限は６月納期限は６月１１日（月）日（月）

固定資産税  【１期】
軽自動車税  【全期】

「うっかり忘れ」の防止に口座振替を「うっかり忘れ」の防止に口座振替を
　納付には、安全・便利・確実な口座振替をご利用くだ
さい。口座から自動的に引き落とされるため、納めに行
く手間が省け、納期限を忘れてしまっていても安心です。
市内の金融機関や市役所で申し込みできます。
問税務課 ☎43-5213
※納付が困難な場合は、担当課または収納対策課(☎43-5264)ま

でご相談ください

兵庫県障害者芸術・文化祭 
美術工芸作品公募展
兵庫県知事賞　工芸・その他の部

奥野　魁土 

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
（敬称略）



まま ちち かか どど トト ピピ ッッ クク スス

　2026.5.1発行

　市では令和 10 年９月から、中学校の部活動が南あわ
じ市地域クラブ活動（通称ミナ・カツ）へ展開します。
ミナ・カツの地域展開を推進するため、また、市内の小
中学生にミナ・カツを身近に感じてもらうため、ミナ・
カツを応援するキャラクター「ミナカッチャン」のデザ
インの募集を行いました。108 件の応募作品の中から
広田中学校の三澤柚苺さんが製作したデザインが最優秀
賞に選ばれ、４月２日に新宅教育長より表彰されました。
　「ミナカッチャン」はさまざまな事に挑戦するのが大好
きなハリネズミがモチーフで、玉ねぎ形の水筒やレタス
の扇子など、南あわじ市を感じられるアイテムを身につ
けて、頑張っている人を応援してくれるキャラクターです。

26262727

全国大会出場おめでとう

南あわじ市地域クラブ活動応援キャラクターのデザインが決定

阿部 萌栞さん（大阪体育大学）◆ラクロス

　阿部さんは、第４回ラクロス全日本学
生新人選手権大会～あかつきカップ～
( ３月６日～８日・岡山県 ) に出場し、優
勝しました。

　津田さんと村上さんは、第 48 回全国ＪＯＣジュニアオリン
ピックカップ春季水泳競技大会 ( ３月 27 日～ 30 日・東京都 )
に出場しました。

津田 琉生さん (NSI 南あわじ、写真左 )　

村上 遥香さん (NSI 南あわじ、写真右 )　
◆水泳

　淡路島手延べそうめんが、国が地域ブランドを保護する「地理的表
示（ＧＩ）保護制度」に登録されました。この制度は、その地域ならで
はの自然・文化・社会的な要因・環境の中で育まれた品質や社会的評
価等の特性を有する産品の名称を、生産地や特性とともに登録し、地
域の知的財産として保護する制度です。淡路島手延べそうめんは、冬
でも比較的温暖で乾燥した気候という、そうめん作りに最適な自然環境
下で製造されています。江戸時代から伝わる独自の製法によって、細さ、
のどごしの良さ、コシの強さに加え、上品な味わいと希少性が生み出
されており、そうめん専門店や老舗旅館などから高く評価されています。
　３月 25 日、農林水産省で登録証授与式が行われ、淡路手延素麺
協同組合の金山守良組合長 ( 写真左 ) が出席。山下雄平農林水産副
大臣 ( 写真右 ) から登録証が手渡されました。

淡路島手延べそうめん　地理的表示（ＧＩ）に登録

　南あわじ市阿万地区から洲本市千草地区を結ぶオニオンロード(南
淡路広域農道 ) が、このたび全線開通しました。
　南あわじ市は全国でも有数の農業地域ですが、これまでは唯一の
国道である 28 号線で渋滞が頻繁に発生し、農畜産物の輸送や日常
生活に影響を及ぼしていました。オニオンロードの全線開通により、
京阪神方面への効率的な輸送ルートが確保され、地域の皆さんにとっ
てもより安全で便利な生活道路が整備されました。
　今後も地域の発展と暮らしの向上に向けて、ますますの活用が期
待されます。

オニオンロード ( 南淡路広域農道 ) の全線開通

「高齢者の暮らしを支える意見交換会」を開催
　市では、少子高齢化が進む中、高齢者が住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けられるよう、「移動」「買い物」「つながり」「健康」など、
日常生活を支える仕組みづくりを進めています。
　その一環として、３月５日に「高齢者の暮らしを支える意見交換会」
を開催。市内の多様な分野の事業者・団体から 29 団体、33 人が
参加し、地域課題について意見交換を行いました。
　本市の現状や課題の共有、先進事例の紹介のほか、参加者同士の
意見交換では、「買い物や通院における移動手段の不足」、「移動販
売や宅配サービスなど生活支援の必要性」、「企業活動と連携した見
守りの取り組み」、など、地域の暮らしを支える具体的な課題やアイ
デアを共有しました。
　また、既存のサービスや取り組みがある一方で、それらをつなぐ
情報共有や関係者間の連携の重要性も確
認され、分野を超えたつながりづくりの必
要性も改めて共有されました。
※詳しくは市ホームページをご覧ください

【今後の予定】
第 2 回 ：5 月 26 日 ( 火 )14:00 ～
　テーマ「買い物・食の支援、移動支援」
第 3 回 ：11 月 19 日 ( 木 )14:00 ～
　テーマ「見守り、生活の困りごと支援」

南あわじ市地域クラブ活動

応援キャラクター

「ミナカッチャン」

※南あわじ市中学校部活動の地域
展開に関することは、市ホーム
ページをご覧ください

市ホームページ市ホームページ

第2回申込フォーム第2回申込フォーム市ホームページ市ホームページ
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家庭で楽しむ 学校給食 26家庭で楽しむ 学校給食 26
今月の 「肉みそ丼」

■ 作り方　
〈肉みそ〉　❶にんにく・しょうがはみじん切りにする。❷フライパンにごま油を熱し、にんにく・しょうがを炒め
る。香りが出たら豚ひき肉を加えてよく炒める。❸肉の色が変わったら、みそ・テンメンジャン・酒・三温糖・濃口
しょうゆを加え、汁気が少なくなるまで炒め煮にする。
〈野菜ナムル〉　❶ほうれんそうはゆでて冷水に取り、水気をしっかりしぼって3cm幅に切る。❷きゅうり・にんじ
んは千切りにする。❸もやし・にんじんをゆで、冷ましてから水気をきる。❹いりごまは半ずりにする。❺濃口しょ
うゆ・三温糖・ごま油を混ぜ合わせ、野菜といりごまを加えて和える。
〈盛りつけ〉　❶丼にごはんにをよそい、肉みそと野菜ナムルを盛りつける。

　　　　　一口メモ
甘辛い肉みそと、さっぱりした野菜
ナムルをごはんにのせた「肉みそ
丼」。野菜もたっぷり食べられる、元
気が出るどんぶりです。

■ 材料（４人分）
〈肉みそ〉
豚ひき肉
にんにく
しょうが
ごま油
みそ
テンメンジャン
酒
三温糖
濃口しょうゆ

180ｇ
４ｇ
４ｇ

小さじ0.5
大さじ0.5
小さじ１弱
小さじ１弱
小さじ１強
小さじ１弱

〈野菜ナムル〉
もやし
ほうれんそう
きゅうり
にんじん
濃口しょうゆ
三温糖
ごま油
いりごま

80ｇ
70ｇ
40ｇ
40ｇ

大さじ0.5
小さじ１弱
小さじ0.5弱

４ｇ
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「二代目鶴澤友路」襲名披露公演

　初代鶴
つ る ざ わ と も じ

澤友路師は、大正2年、福良に生まれ、4歳
から三味線を習い厳しい修行の末、「女流義太夫」の
第一人者として国内だけでなく海外でも活動し、平
成10年、重要無形文化財「義太夫節三味線」保持者

（人間国宝）となりました。後継者育成に励み、103
歳で亡くなるまで淡路島内の小中高生をはじめ、千
人以上の弟子たちに惜しみなく芸を伝えました。 
　この度、内弟子の一人である、淡路人形座の鶴澤
友勇が、二代目鶴澤友路を襲名しました。襲名披露
公演を行いますので、皆さまお誘いあわせの上、ど
うぞご来場くださいませ。 
日時　５月16日（土）18:00開演
場所　淡路人形座
問淡路人形座☎ 52-0260

初代 友路師愛用のかみしもを再現・新調初代 友路師愛用のかみしもを再現・新調
したものを受け取る二代目したものを受け取る二代目
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